




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 2 ベルクソンの知覚と想起の追いかけ合い 


















































































図 8「NORA  NORA  NORA」2010年 
H194.0×W162.1cm キャンバス、油絵具 
図 9「脆弱な嘘」2010年 
H162.1×W 130.3cm キャンバス、油絵具 
 





























































































































図 18「White syndrome Ⅱ」2012年 
H227.3×W227.3cmキャンバス、アクリル絵具、油絵具 















































































































































































図 36「Smile while Crying  / なきわらい」2012年 
H97.5×W130.0cm パネル、キャンバス、 アクリル絵具 
  












































図 47「HORIZON / 展望」2014年 
H31.8×W41.0cm キャンバス、水彩、アクリル、墨 
  






















図 52「Reverberation / 残響」2015年 
H360.0×W960.0cm パネル、アクリル絵具 
  
図 53「Reverbration / 残響」展示風景 2015年 
金沢 21世紀美術館 
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